
「競争」から「共創」の時代、



「誰かが」でなく「皆で」つくる。
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に

は じ め に

「共創といわれても、何から始めていいかわからない」

「他社と組んでみたけれど、結局うまくいかなかった」

もし過去にそんな経験をしていたり、これから共創を始める必要がある、あるい

は始めたいのに一歩踏み出せずにいたりするのならば、それはあなたが悪いわけで

はない。共創という言葉の意味があやふやなまま利用されているケースが多い。い

まや多くの企業や学校、行政などが「共創が重要だ！」と唱えているが、はたして

彼らのうちその本質を理解している割合はどの程度だろうか。実際にそれを成功さ

せるための具体的なノウハウやマインドセットを知らずに、失敗を繰り返そうとし

てはいないだろうか。

共創とは「共通善に向けた価値をともに創造すること」だ。2004 年にミシガン

大学の教授らが著書の中で「Co-creation」の概念を提唱し、広まったとされてい

る。その後デザインやものづくり、IT、働き方の研究分野にて人々の創造性（クリ

エイティビティ）を高める手段として研究対象とされてきた歴史があり、いまでは

これからの将来を背負って立つリーダーたちが取り組むべきこと、そして身につけ

るべきチカラとして注目されている。

筆者の所属するオカムラは人が集まる場づくりに携わる会社としてさまざまな研

究をおこなってきた。その中で本書のテーマである共創は単に研究対象として取り

上げるだけでなく、自分たちでも多くの実践をおこなってきた。自社オフィス内で

の共創の場づくりや、はたらくことや生きることについての探求と共創をミッショ

ンとする WORK MILL プロジェクトを立ち上げ、10 年以上にわたり延べ 1000 回

を超える共創実践に取り組んできた。筆者自身も立ち上げ期からそれらに携わりな

がら、企業やまちの求める共創の場づくりや、慶應義塾大学などでの共創プロジェ

クトにも参画してきた。また、国内だけでなくバルセロナ、アムステルダム、ベル

リン、ロンドン、コペンハーゲンなどの現場に出向き、各国の共創コミュニティに



ii

入り込ませてもらい、グローバル視点での共創トレンドや日本の現状把握と、共創

研究・調査をおこなってきた。

長らくそんな活動をおこなう中でも、もっともよく問われつづけてきた言葉は

「共創って、いったい何なんですか？」 であった。

たしかに共創は特定の視点だけから理解しようとしても、その本質は見えづらい。

「活動」「ビジネス」「場や施設」「コミュニティ」「社会」…、それぞれの視点から

のみで捉えようとすると間違いがおきやすく、壁にぶつかってしまう。単一の視点

から近視眼的に計画されたプロジェクトは残念ながら少なくなく、うまくいかない

と嘆く実践者の声も多く聞いてきた。

「わからない、うまくいかない、理解されない」といった共創の壁を突破する方

法、それは複合的な視点を取り入れ、コト（やり方や考え方、運営運用）やモノ

（空間やツール、システム）の重なりを立体的に見て取り組むことだ。それはひと

つのまちを知ろうとするときに、歩きまわって行き交う人たちに話を聞いてみたり、

そのまちの成り立ちや構造を調べたりすることに似ている。

本書では、多様な視点から共創の新たな一面に気づいていただけるよう工夫した

つもりだ。「共創そのものを理解する」ため、「共創を促進させる場をうまくつくり

上げる」ため、そして「自分自身が共創をおこなう（プロジェクトを立ち上げ

る）」ための３つの視点から、読み進めてもらえるとよい。

とくに大きな特徴は、共創の Why と How で構成したことだろう。

『なぜ日本で共創が必要なのか』『どうしたら共創がうまくいくのか』という 2

つの問いを設定した。社会変容や各市場の動向、さまざまな理論を整理しながら、

多角的に迫っているが、Chapter を行き来することで読者の皆さんの共創も見つめ

直すヒントが得られると思う。

また、本論である Chapter とは別に、事例紹介や有識者へのインタビューを豊

富に掲載している。概念的な整理だけではわかりづらい点について、示唆に富んだ

古今東西の事例と人材のリアルな実践例に触れることで、理解を深めるためのヒン

トが得られると確信している。共創の世界への第一歩を踏み出し、日本社会をより

豊かにしていくための何かを本書から掴み取っていただければ幸いだ。
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「わからない」「うまくいかない」の壁を突破する方法
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ゼロからの共創─

Chapter.0 として共創の場の事例から紹介しよう。



事例紹介 #1　QUINTBRIDGE 1

QUINTBRIDGE

会員とともに社会課題を解決するための共創の場

社会課題解決に向けて、自社の利益に固執せずに場を開放した結果、多くの利用者が集

まり、共創を巻き起こしているという。NTT西日本は「イノベーティブ大企業ランキン

グ」において、82位（2021年）から 28位（2023年）まで順位を上げた。歴史ある日

本企業ならではの共創に向けたコミットメントの形は新しいロールモデルだ。

　基 礎 情 報

場所　　　　大阪府大阪市都島区東野田町	 建築構造　　鉄骨造 3 階建て

設立年月　　2022 年 3 月	 延床面積　　4,120m2

オーナー　　NTT 西日本株式会社	 運営会社　　NTT 西日本株式会社

テーマ　　　�＃企業内共創空間　＃オープンイノベーション　＃社会課題解決　�  

＃公民学域連携　＃多様性　＃地域活性化

本社移転をきっかけに、共創の場の立ち上げへ
NTT 西日本が運営するオープンイノベーション施設・QUINTBRIDGE（クイン

#1

事例紹
介



2 事例紹介 #1　QUINTBRIDGE

トブリッジ）は、本社移転プロジェクトと並行して計画され、「NTT WEST 

i-CAMPUS」と名付けられた新本社ビルなどのある敷地に開設された共創施設だ。

3 階建ての広大な施設は、西日本最大級の規模を誇り、スタートアップ、企業、自

治体、大学など、多様なプレイヤーが集う共創の拠点として、社会課題の解決や未

来社会の創造を目指す。NTT 西日本自ら運営をおこない、社内横断でチームを結

成し、活動をおこなっている。

豊かな空間と多様なプログラムの提供
施設は利用者の目的に応じた 3 階層で構成され、1 階はワークスペースやカフェ

を併設したイベントスペース、2 階はプロジェクトを進めるためのミーティングや

プロジェクトスペース、3 階はスタートアップや共創支援組織向けのテナントオ

フィスとなっている。また、年間 450 回を超えるイベント開催に加えて、「学ぶ、

繋がる、共創する」の 3 軸を柱に、さまざまなプログラムを展開。新規事業創出

の基礎講座や、地域創生に向けた機会、スタートアップと大企業のマッチング機会

など、多様なニーズに応えるプログラムを充実させている。会員制ではあるが、法

人に向けた共創パートナーシップ、個人に向けたメンバーシップともに会費などは

発生しない。社会課題を解決したいという強い思いを持って、QUINTBRIDGE の

理念に共感した人たちのコミュニティの中で、自由闊達に共創の場を利用できる。

わずか 3年で 2万 5千人もの会員が集まるエコシステムに
本施設は社会課題解決への志をもつすべての人に開かれた共創の場として運営さ

れ、開業 3 年で約 2 万 5 千人が集い、115 以上の共創プロジェクトが生まれてい

るという。連携パートナーや会員による口コミや SNS 投稿を通じて、幅広く利用

者を受け入れ、認知度を拡大したことが功を奏しており、　「Self-as-We」を施設

理念に置き、NTT 西日本を中心に置かない場のデザインによって大きな共創の渦

を生み出している。今後は関西に留まらず全国、さらにはグローバルでの活躍にも

期待し、会員とともに社会課題解決に向きあっていきたいという。会員や地域社会

とともに挑戦を続ける QUINTBRIDGE はイノベーションの新たな可能性を切り拓

く共創拠点となっている。
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Tokyo Innovation Base（TIB）

東京都が仕掛ける都心に所在する一大イノベーション拠点

大規模なカンファレンスイベントがおこなわれていると思えば、濃密なワークショップ

やミートアップなどのイベントも日夜開催されている。都心の一等地にビジネスパーソン

に限らない多様な人の集積が生まれ、「行けば何かに出会える」という期待を感じる場が

育まれている。

　基 礎 情 報

場所　東京都千代田区丸の内　　設立年月　2023 年 11 月　　オーナー　東京都

国内最大級のイノベーション拠点
TIB は 2023 年に東京・有楽町駅前にオープンした国内最大級のスタートアップ

支援拠点だ。スタートアップと支援者が集い交流する場として、イベントの開催や

起業、製品開発の支援など、利用者の成長を手厚くサポートする。専用アプリに登

#2

事例紹
介
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録すれば利用できる、東京都肝いりの一大拠点だ。

都の TIB 運営担当者は、「知識、技術、アイデアが交わり、新たな価値や発見が

生まれる場所を目指している」と語る。「未来を切り拓く 10x10x10 のイノベー

ションビジョン」を掲げ、2027 年までに東京発のユニコーン企業数を 10 倍、起

業数を 10 倍、東京都とスタートアップとの協働実践数を 10 倍にすることを目標

としている。渋谷や本郷などに点在するスタートアップコミュニティを中立的な立

場でつなぎ合わせ、スタートアップ支援の幅を広げるねらいだ。

多様な支援サービス、イベント、空間
豊富で特徴的なサービスとして、毎月開催される公式ピッチイベント「TIB 

PITCH」や、大小さまざまなミーティングスペースを備えた交流スペース

「SALON」、3D プリンターやレーザーカッターなど約 2000 点の機材を使えるも

のづくりスタートアップの実証フィールド「FAB」、テストマーケティングのため

の店舗「SHOP」などを展開する。さらに、起業に必要な行政手続をワンストップ

でサポートする窓口や、日本進出を目指す外国企業向けのコンシェルジュサービス、

ビジネスプラン策定から資金調達までを伴走型で支援するプログラムも提供してい

る。

東京から地方を支援し、日本全体のスタートアップの活性化へ
プレシード（起業準備段階）やシード（会社設立前・設立直後）など、資金が流

れにくい初期ステージのスタートアップにも積極的に利用してもらいたいと考え、

また東京と地方をつなぐ新たなビジネスネットワークを創出することも目指す。興

味を持った人が気軽に利用できる拠点として、若い世代からアントレプレナーシッ

プを養うためのイベントも開催し、新しいビジネスプランやイノベーションのきっ

かけを TIB での出会いから生み出そうとしているのだ。



Chapter

なぜいま共創が 
求められているのか？
　共創とは、文字通り「ともにつくる」ことを指す。
　所属や役職、肩書き、担当業務などの垣根を超えて協力しあうことで、個人やチーム
単独ではできないモノゴトをつくることだ。この単純明快な言葉が、なぜいまになって
重要視されているのだろうか。そして、それによって人々が振り回されるのだろうか。

　共創を理解していくファーストステップとして、まずはビジネスシーン、地方創生、
そして研究と教育の現場、それぞれの分野にて起きていることを把握し、なぜ日本社会
で共創が必要されているのかについて迫っていこう。
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日本社会のあちらこちらから聞こ
える共創への期待1

皆さんは政府や自治体、大学や企業などの発表資料を閲覧したことはあるだろう

か。昨今の未来に向けた方針資料などには必ずといってよいほど「共創」の文字が

記載されている。社会課題の複雑化への対応、オープンイノベーションの推進、地

域活性化への期待、デジタル化の進展など、現代社会におけるさまざまな背景に立

ち向かううえでの重要なキーワードとなっているためだ。

その具体的な背景や状況を、分野ごとに整理してみよう。

1　　�生き抜く力が必要なビジネスシーン�
─企業組織とベンチャー・スタートアップ─

近年は「VUCA 時代」といわれて久しい。VUCA とは、Volatility（変動性）、

Uncertainty（不確実性）、Complexity（複雑性）、Ambiguity（曖昧性）の頭文字を取っ

た造語で、社会やビジネスにとって未来予測が難しくなる状況のことを意味するが、

移り変わりの激しいビジネス市場や世界情勢の中を生き抜く力が企業組織にいっそ

う求められている。さらに日本は人口減少に伴う労働力不足、人件費高騰などの課

題が重くのしかかり、社内の DX 化、働き方改革、健康経営、人的資本経営、

成長率ベースライン・労働参加漸進シナリオ：各種の経済・雇用政策をある程度講ずるこ
とにより、経済成長と女性及び高齢者等の労働市場への参加が一定程度進むシナリオ

一人当たりゼロ成長・労働参加現状シナリオ：一人当たり実質ゼロ成長の経済状況を想定し、
労働参加が現状（���� 年）から進まないシナリオ

成長実現・労働参加進展シナリオ：各種の経済・雇用政策を講ずることにより、成長分野
の市場拡大が進み、女性及び高齢者等の労働市場への参加が進展するシナリオ

▲労働力人口の見通し

SDGs 目標の達成…などと抜本

的な組織改革を余儀なくされて

いる状況にある。

課題だらけの状況において活

路を見出されたのが「共創」で

ある。社内の人材だけで取り組

むには限界がある中で、社外と

の共創によって課題解決やイノ
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ベーションを起こしていくことに期待しているのである。多くの企業が高度成長期

からの縦割りの組織構造から脱却できず、それによって培われた企業風土も変えて

いかなければならない中で、外部との共創によって社内改革を推し進めていくこと

も期待されることのひとつである。

社外との共創にも増して、近年取り上げられるのが社内での共創だ。人材リソー

スに限界があるとはいえ、拭い去れない縦割り構造や企業風土によって社内共創が

十分におこなえていないととらえる企業は多い。オカムラが 2024 年に行った調査

では、「自分の会社には活用されていない知的資源がある状況で、それらを結びつ

ける人材は足りているか」という質問に対して 7 割もの人が「不足している」と

回答している。リモートワークを取り入れる人が増え、オフィスや在宅、あるいは

シェアオフィス、コワーキングスペース、駅構内などのテレワークブースといった

新しい場所を組み合わせて利用しながら働くハイブリッドワークも急速に定着し始

出典：働き方・働く場に関するトレンド調査 /2024 年 / 株式会社オカムラ
n＝2,000

▲�自分の会社には活用されていない知的資源がある状況で、そ
れらを結びつける人材は足りているか

（人）

出典：働き方・働く場に関するトレンド調査 /2024 年 / 株式会社オカムラ
　　　n＝2,000　※複数回答，上位 5項目

▲社外の人とつながりを持つことのメリット

めている中で、社内のコミュニ

ケーションが取りづらくなってし

まったという課題の声も非常に大

きくなってきており、新たな課題

意識も生まれ始めているのである。

また、日本全体での雇用とイノ

ベーション創出に向けて、政府は

ベンチャーやスタートアップへの

支援を積極的におこなっている。

経済産業省の「ベンチャー宣言」

による定義では、大企業や中堅、

中小企業も含めた新規事業への挑

戦もベンチャーとしてとらえ、社

会的な意識改革や起業家教育の強

化も含めたより幅広い視点での施

策の必要性が提唱されている。そ

れらの施策の支援の一環として、
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スタートアップ事業を始めさまざまなプロジェクトを支え、次々と生み出す機能を

担う共創の場を新設するケースが増えているのである。

2　　共創を起点に地方創生を実現　─地方自治体と大都市─

2022 年 1 月、当時の岸田文雄総理大臣による年頭記者会見において「デジタル

田園都市国家構想」の実現に関する決意表明がなされた。人口減少に即して進む東

京都の過密化と地方の過疎化は日本の社会に深刻な影響をもたらすことが予測され

ている中で、地方を活性化し、日本全体の活力維持をはかる地方創生もまた喫緊の

課題であり、政府は 2023 年度から 2027 年度までの 5 か年の KPI（重要業績評

価指標）とロードマップ（工程表）を発表している。

出典：一般社団法人大都市政策研究機構の公表データより筆者が作成▲全国のコワーキングスペース施設数の推移

内閣府による重要施策分野の

ひとつに「地方創生テレワー

ク」がある。地方のサテライト

オフィスを増やし、会社を辞め

ずに地方に移り住む「転職なき

移住」、ワーケーションなどに

よる「関係人口の増加」、東京

圏企業による「地方サテライト

オフィスの設置」などによって地方の活性化を促そうとしており、その交付金を足

掛かりにコワーキングスペースを設けるケースが増加しているのだ。地方都市にお

けるサテライトオフィスづくりやデータセンター、コールセンターづくりがこうし

た事業によって本当に推進されるかは未知数だ。しかし、大都市と比べてリソース

の少ない地方都市においては、サテライトオフィスやコワーキングスペースを中心

にその地域の「ヒト・モノ・カネ」、あるいは都市圏から来る関係人口のリソース

を集約し、最大活用できる状況を生み出し、共創の場として機能させることが地方

創生を推進する足掛かりとなることは間違いない。

2025 年 1 月に発表された「新しい地方経済・生活環境創生交付金」では、ハー

ドづくりに関する拠点整備事業とソフト事業を一体的に支援する形式に変更され、
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自主性と創意工夫にもとづく地域独自の取り組みが期待されている。ハードとソフ

トが部局ごとに個別施策とならずに、継続的かつ一体的な取り組みとなるように、

行政側も事業構造を改善しながら、推進を拡大している。

一方、大都市においても共創を促進する施策が推進されている。都市開発の建築

計画に対して容積率などの建築基準法に定める形態規制を緩和する条件として、

「イノベーション創出に資する会議施設・集会施設・産業支援施設」などを設ける

ことが義務付けられている。東京のみならず、大都市の中核をなす立地の複合ビル

に、コワーキングスペースや産学連携拠点などが増えている状況にはそうした背景

が存在するのである。

3　　�共創が浸透する研究と教育の現場�
─研究開発とこれからの人材育成─

研究開発の現場においても、共創は重要課題だ。2000 年頃から現在の文部科学

省を中心に産学官連携が推進され、これまでもさまざまな支援事業がおこなわれて

▲長野県塩尻市の地域 DX 拠点「core 塩尻」
　�内閣府の交付金を活用し、2023 年 6 月に開設。自動運転などの実証検証に参画する大企業が利用できるワーク

スペースや、地域学生が e スポーツの部活動に利用できる設備を持つ

出典：一般財団法人塩尻市振興公社 HP News（2023 年 3 月 17 日付）



10 Chapter 1 なぜいま共創が求められているのか？

きたが、近年では産学官連携における共創の場づくりに着目するケースが散見され

ている。

例えば、JST（国立研究開発法人科学技術振興機構）が 2013 年よりおこなって

いた「センター・オブ・イノベーション（COI）プログラム」は、10 年後の目指

すべき社会像を見据えたビジョン主導型の産学官連携プロジェクトに対して、最長

で 9 年度にわたり、拠点あたり年間最大で 10 億円にも及ぶ支援をおこなう事業で

あった。革新的なイノベーションを連続的に創出する新たなイノベーション拠点、

つまり共創の場の創出を目的とした事業であり、現在も「共創の場形成支援プログ

ラム（COI-NEXT）」と名を変えてプログラムが実施されている。また、文部科学

省では「地（知）の拠点整備事業（大学 COC 事業）」（2013 年～）、「地（知）の

拠点大学による地方創生推進事業（COC+）」（2015 年～）という補助事業がおこ

なわれていた。「COC」は「Center of Community」の略語であり、こちらも拠点

整備事業であった。

さらに最近では、産学官連携の拠点整備を大学が自らおこなうケースも増えてい

る。九州工業大学や岩手大学などは学生や教職員だけでなく、地域の社会人が会員

利用し、関連企業が入居することのできるオフィス区画を持つコワーキングスペー

スを開設している。

少子化によって学生の取りあいが起こるなど、危機感が高まる大学業界において

は、学生に対するケアを手厚くするなどの変革も起き始めている。産学官連携のコ

ワーキングスペースは学生の憩いの場、たまり場としても機能しており、そうした

場づくりが学生の満足度を上げる効果も発揮しているという。そうした側面からも

共創の場への期待は高まっているのだ。

小・中・高等学校においても 2020 年度から学習指導要領が順次改訂され、「主体

的・対話的で深い学び」として、「探求学習」が注目されるようになっている。横断

的・総合的な学習を通して、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくため

の資質・能力を育成することを目標としており、その具体的なプログラムとして社会

人との共創プロジェクトを通した実学的なまなびの機会づくりがおこなわれている。
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そうした子供たちが徐々に労働力

として社会に進出し、10 年後には

Z 世代がビジネスの中心人材となっ

ていく。共創力向上に向けた環境や

機会に慣れ親しんだ次世代のワー

カーたちは自分たちの活躍しやすい

働き方と働く場を、自然と要望して

いくことが想定される。共創はその

ようにして日本社会に浸透し始めて

いるのである。
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出典：入社後 2年以内のオフィスワーカー調査 /2024 年 / 株式会社オカムラ
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出典：入社後 2年以内のオフィスワーカー調査 /2024 年 / 株式会社オカムラ
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▲出身大学の環境についての調査

▲仕事をする上でのオフィス環境についての調査
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出典：入社後 2年以内のオフィスワーカー調査 /2024 年 / 株式会社オカムラ
n＝302

▲東京都の尾山台中学校でのウェルビーイング授業の様子
　�地域にある共創の場「おやまちリビングラボ」にて社会人と学生による共創プロジェクトがおこなわれ、その成

果であるカードゲームや授業プログラムが中学校の現場にて実用されている

出典：おやまちリビングラボ




